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本文は、 DirkKasler， Die fruhe deutsche Soziologie 1909 bis 1934 und ihre Entstehungs -







D. ケスラー は、 1944年生まれ、ミュンヘン大学、ロンドン大学で学び、ミュンへン大
学に戻り、ハンブルク、ケルン各大学を経て、現在マールブルク大学 (Philipps・Universitat
Marburg) の教授である。主著として、今回訳出する ~1909年から 1934年までの初期ドイ
ツ社会学とその生成環境~ (1984)以外に、新しい年代から一部例に挙げると、
1997. Soziologie als Berufung. Baust巴ineeiner selbstbewusten Soziologie. Opladen: 
Westdeutscher Verlag ( ~職業とする社会学一自覚する社会学の基盤一~ ) . 
1995. Max Weber. Eine Einfuhrung in Leben， Werk und Wirkung. Frankfurt/New York: Campus 
( ~マックス・ヴェーバ一一生涯・業績・影響一~ ) . 
1991 Der politische S】candal.Zur symbolischen und dramaturgischen Qualitat von Politik. 
Zusammen mit Hans Peter Albers， Leonarda Castello， Carsten Germis， Peter-Jakob Kelting， 
Matthias Klupp， Sabine Redlin， Jochen Rimek， Franz-Josef Schmidt， Frank Smeddinck und 
Thomas Steiner. Opladen: Westdeutscher Verlag ( ~政治的スキャンダル一政治の象徴的かっ
劇的性格ー~ ) • 
1985. Soziologische Abenteuer. Earle Edward Eubank besucht europ語ischeSoziologen im 
Sommer 1934. Opladen: Westdeutscher Verlag ( ~社会学的冒険-E.E. ユーパンク 1934年夏
にヨーロッパの社会学者達を訪れるー~ ) . 
*東洋大学大学院社会学研究科社会学専攻博士後期課程3年
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1979. Einfuhrung in das Studium Max Webers. Munchen: C. H. Beck'sche Verlagsbuchhandlung 
( Wマックス・ヴェーパー研究概論~ ) . 
等他多数あり、研究論文を含めるとここでは紹介しきれない。
ただし、その名をヴェーパー研究者たちに知らしめたのは、 1972年のMaxWeber.Sein 






































































問うた事が関係しているといってよい CAmericanJournal of Sociology，1986，VoI.91ムpp.133
6-1355.)。これに対して、さらにアメリカでは、社会学者アーヴィング・ルイス・ホロ























































































































































































































の社会的ゲシュタルト (Sozialgestalt)と観念的ゲシュタルト (Ideeng巴stalt) (2}とについ
ての描写は、すでにわれわれの研究独自の重点、つまり初期ドイツ社会学の生成環境にま
で導くに違いない。
これは、 F章において、四つの段階で論じられる。第一段階に、学問の社会学という観
点から、われわれの環境 (Milieu)の概念を定める。第二段階で、三つの「大環境」に専
念する。そこで、とりわけ初期ドイツ社会学にとって、特に重要なものについて評価する。
第三段階で、初期ドイツ社会学者の世代継承の努力に着手し、第四段階で、四つの「集合
的経験J (kollektive Erfahrungen)を取り扱う。われわれは、それらを、初期ドイツ社会
学者や、彼らの社会学を知るための、等しく際立つた意味として整理する。
結びとなるG章では、研究の最も重要な成果を一つの文脈で整理する。ひとつひとつの
成果や観察の多数を統合するのに適していると確信するその文脈とは、ドイツの政治文化
の概念である。本書は、先にも述べた初期ドイツ社会学の「原則的な構造上の欠陥」を明
かにすることから、現在や未来の社会学に対するいくつかの「教訓IJを討議しようという
われわれの試みで終わる。
注
( 1 )以下これからの下線はケスラー自身による強調である。
(2 )ここでの「ゲシュタルトJという訳は、原語Gesta!tそのままの読みであるが、これは、ゲ
シュタルト心理学におけるゲシュタルトを意識している訳ではない。これはケスラ一本人にイ
ンタビューで確認済みである。辞書にある日本語では、姿、形、形態、外形、形式、現象、状
態、様相、形態などが考えられるが、本書においてこの概念は多くの含みをもっている。した
がって、日常用語からは異化された形で、文面において際立たせられねばならない。 iかた
ちJとひらがな表記したり、なんらかの新しい言葉を考えるという方法もあり、再検討の可能
性もあるが、今回は「ゲシュタルト」のままで発表したい。
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